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特集：
・東京大学目安箱、スタート！

・サステイナビリティ学連携研究機構
～本格スタートから4ヶ月～
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７月４日（火）の本学安全の日、弥生講堂において、
安全シンポジウムが開催された。
本年７月４日は八丈島にて農学生命科学研究科の山下

高広氏が潜水作業中に殉職する事故が発生してから１年
となる。シンポジウムではこのような事故を決して風化
させることのないよう、安全意識と事故の再発防止の決
意が新たにされた。

当日、大学の安全衛生管理をテーマとした第１部では、
大学に求められる安全衛生管理と法的責任、教育研究活
動の事故と保険について講演及び質疑応答が行われた。
引き続き、ダイビングの安全をテーマとした第２部で潜
水事故事例の紹介、学内及び他大学での調査ダイビング

の安全対策、ダイビング器材の選定について講演が行わ
れ、最後に参加者を交えて質疑応答・意見交換が活発に
行われた。
会場は学内の安全衛生管理担当者やダイビングを行う

教職員・学生の他、学外から約300名の参加者で満席と
なり、それぞれのテーマについての関心の高さがうかが
われた。

７月６日（木）、大学院医学系研究科の医学部教育研
究棟において、総長による安全衛生パトロールが実施さ
れた。
本学では毎年７月４日を「安全の日」と定め、７月を

安全月間として教育研究における事故防止と安全の確保
について再認識するための催しをおこなっている。今回
の総長パトロールは、東京大学の安全に対する姿勢を総
長自ら示したものである。
当日は、小宮山総長をはじめ、岡村安全担当理事、中

西環境安全本部長ほか環境安全本部５名、廣川医学系研
究科長ほか医学部安全衛生管理室６名その他により、医
学部教育研究棟内の４研究室の実験室等を巡視した。

担当教員から研究内容の説明を受け、実験機器の安全
な使用や、電気配線の状況、実験棚の固定、薬品の保管
状況などについて現状をつぶさに見て回り、教育研究の
発展と安全の確保との両立について認識を新たにした。

「安全シンポジウム」開催される

環境安全本部

実験機器の安全使用についての熱心な意見交換の様子

シンポジウムでの講演の様子

「総長による安全衛生パトロール」
実施される

環境安全本部



る。Part３では、社会で活躍するOB・OGの今の姿から、
理学部では何が得られ、それをどう活かすのか探ってい
る。
この本は一般の書店で、1200円で購入することができ

る。

大学院総合文化研究科・山内昌之教授が春の紫綬褒章
を受賞したことを記念する特別講演会が、６月23日午後
４時30分から６時15分まで、駒場Ｉキャンパスの数理科
学研究科大講義室において開催されました。講義室は立
ち見を含む約300名の聴衆で満員となったため、別途２
室を用意して講演を中継ＴＶで流しました。
山内教授は講演の冒頭、これまでのご自身の研究の軌

跡を４つに分けて話されました。第１は第一次世界大戦
後のオスマン帝国の解体と中東新秩序形成をソビエト・
ロシアとの関係で明らかにすること、第２はロシア帝国
とソ連の内部に存在した「忘れられたイスラーム」の歴
史と政治の研究、第３は「帝国」としてのソ連の変質や
解体を、ロシア人とムスリム系諸民族との相互関係のダ
イナミズムから明らかにすること、第４は現代イスラー
ムの政治社会現象を解剖する基礎研究です。

この後、山内教授は、第一次世界大戦後に各帝国が解
体していく様態の中に今日に至る国際的な紛争と混乱の
基本要因があるとの基本的立場から、ご自分の研究の概
要を説明されました。オスマン帝国はイスラームを共通
項として多民族を包含した帝国であり、民族や階級や時
には宗教にも関わりなく能力によって官僚・軍人を登用
する包摂型の帝国でした。しかしこの帝国は、世俗主義
とナショナリズムで武装したヨーロッパ列強が「庇護さ
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講演を行う山内昌之教授

「日経BPムック『変革する大学』シリーズ・東京大
学理学部」が発行された。これは、高校生、大学生など
理学を支える次の世代に、理学の面白さ、研究の醍醐味、
研究方法のバラエティーの広さなどを生き生きと伝え、
また将来へのさまざまな研究キャリアを紹介する中で、
理学部・理学への興味と関心を高めてもらうことを目的
とし、理学部広報委員会と日経BP社が共同して作成し
たものである。日経BPムックの同シリーズでは、昨年
発行された工学部のものにつづく第２弾である。

巻頭の小柴特別栄誉教授と学生との対談では、小柴先
生からの理学を志す若者へ向けた熱いメッセージを掲載
した。Part１では理学部の現状や未来について総長、研
究科長に語ってもらうとともに、企業からみた理学部に
ついて理学部諮問委員であり東京電力株式会社顧問の荒
木浩氏に寄稿いただいた。Part２では理学部で行われて
いる最先端の科学を十数名の教員を通して紹介するとと
もに、研究現場で活躍する学生にも登場してもらってい

日経BPムック「東京大学理学部」版
発行される

大学院理学系研究科・理学部

山内昌之教授「紫綬褒章受章」記念
講演会

大学院総合文化研究科・教養学部

日経BPムック
『変革する大学』シリーズ・東京大学理学部
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れた啓典の民を包含するパクス・オットマニカ」という
政治秩序原理を内と外から揺るがすにいたって、危機に
瀕することになりました。そしてギボンの言う「抑制の
精神」を失ったオスマン帝国は、不利な戦争を重ね、第
一次大戦の敗北によって解体されていくことになりま
す。その際の秩序再編成において、たとえばオスマン帝
国時代の３つの異なった州がイギリスによって人工的な
領域に統合されたことが、今日のイラク問題の遠因を作
りました。また、オスマン帝国の領土を無理な線引きに
よって分割したことが、パレスチナ問題やクルド問題と
いった複雑な民族領土問題を生み出したわけです。
山内教授によれば、オスマン帝国の衰退と解体および

新秩序の形成という問題は、列強間の競争と協調、すな
わち国際関係史と密接に結びついています。いわゆる
「東方問題」はヨーロッパ列強の対オスマン政策の全体
を指す言葉ですが、オスマン帝国の領土をめぐるヨーロ
ッパ列強間の競争とかけひきが事の本質だったという意
味で、「西方問題」だったともいえるでしょう。また
「グレートゲーム」もオスマン帝国の旧版図を含むカフ
カースから中央アジアやアフガニスタンを経て、インド
にいたる地域で英露両帝国が繰り広げた戦略ゲームでし
た。ソ連の解体によって「ロシア帝国」も最終的に解体
することになりましたが、その際ソ連がオスマン帝国か
ら切り取っていたカフカースとその周辺にも独立と不安
定化の波が押し寄せ、中央アジアとともに、新たなパワ
ーゲームの舞台になっています。以前と違うのは、21世
紀に入ってますます米国の存在感が増していることで
す。
山内教授は、以上のような分析を踏まえ、狭義の中東

地域からカフカースひいては中央アジアの一部を包含す
るイスラーム地域を「メガロ中東」「ネオ中東」の概念
で統合的に把握することが必要だと、ソ連解体直後にす
でに指摘していました。９・11同時多発テロ以後は、こ
れにアフガニスタンや中央アジアを含めて「大きな中東」
として再定義しています。

最後にオスマン帝国解体後のトルコに注目した山内教
授は、当時のトルコにムスタファ・ケマル・パシャやキ
ャーズィム・カラベキル・パシャのような国際関係のリ

アリズムを理解する軍人政治家がいたことが、トルコの
独立の維持とその後の発展を可能にしたと指摘し、英仏
とソビエト・ロシアとの確執を利用しようとした２人の
政策の応酬を示すオスマン・トルコ語の電文を史料の見
本として示され、丁寧に説明されました。
「結び」として山内教授は、ご自分の研究の特徴が、

国際関係史研究における従来の英仏中心史観に、中東内
部からの視点と大国ロシアという要素を入れたこと、戦
争や外交を国家間関係だけでなく、それに関わる個人の
歴史的役割に注目して分析することにあると述べられま
した。山内教授は、ご自分は基本的に歴史学者ではある
が、感性として社会科学にもひきつけられてきたこと、
叙述と理論を統合しようとしてきたこと、学者・教育者
として仕事を進める使命感と、専門領域をもつ市民とし
て外交にも必要な提言や批判をおこなう義務感との間の
葛藤に悩んできたことを率直に話され、「老後の初心」
として、中東国際関係史研究の新たな構図を実証的にま
とめていく決意を、世阿弥の「年々去来花」という言葉
に託して、90分の講演を終えられました。
会場から４人が質問に立ち、山内教授がお答えになっ

た後、６時30分より同じキャンパスのファカルティハウ
スにおいてレセプションが開かれ、延べ200名が参加し
ました。山内教授の受賞を祝う会は、木畑研究科長、古
田副学長や来賓、友人の挨拶をまじえて３時間近く続き
ました。

６月30日（金）から７月２日（日）の３日間、北京市
の中国科学院研究生院（Graduate University of
Chinese Academy of Sciences（GUCAS））において、
International Student Forum GUCAS 2006 が開催さ
れ、古田理事（副学長）、山本医科学研究所長、医科学
研究所教職員3名、大学院生12名（新領域創成科学研究
科からの２名を含む）が出席した。
このフォーラムは、2005年４月に行われたUTフォー

ラムの学生フォーラム部分を９月に東京（医科研）で開
催したところ大変好評で、これから日本と中国の交互開
催で継続するという同意のもとに行われた第２回目であ
る。今回は、University of Nebraska Medical Center
（UNMC）とAustralian Academy of Science（AAS）
を招待しての開催となった。
フォーラム初日は、中国科学院の陳竺副院長、

UNMCのLeuenberger副学長、医科学研究所の山本所長、
中国科学院微生物研究所の高福所長らの挨拶でオープニ
ングを飾った。中国科学院研究生院からは 2 3名、
UNMCからは13名、AASからは５名の大学院生が参加

レセプションで挨拶する山内昌之教授

International Student Forum
GUCAS 2006に参加

医科学研究所
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し研究発表を行った。

また、中国科学院生物物理研究所のNational Key
Laboratoryや、同研究所内に2006年春に医科学研究所が
設立した東京大学－中国科学院連携研究室の見学、万里
の長城への文化交流見学等の企画もあり、大変盛会であ
った。参加した学生からも、フォーラムの継続を希望す
る意見が多く寄せられた。

また、会期中に、馬研究生院副院長、朱研究生院教授
（国際交流担当）との会見が行われ、古田理事（副学長）
等が出席し、日中学生フォーラムの有用性を確認し継続
について協議した。

７月６日（木）18:00より、農学部生協食堂において、
平成18年度分子細胞生物学研究所留学生との懇談会が開
催された。分子細胞生物学研究所には、中国、韓国、台
湾、シンガポール、フィリピン、インド、インドネシア、
バングラディシュ、トルコ、オーストラリア、カナダ、
アメリカから総勢19名の留学生（外国人研究者を含む）
が在籍し、研究活動を行っている。

当日は梅雨明け前のむし暑い日で、一日の研究・仕事
を終えた留学生、教職員、総勢約70名の参加者があっ
た。
懇談会は横田助教授の司会で開会され、宮島所長の挨

拶と乾杯の後、和やかに歓談が始まった。途中、ショウ
ジェさん（中国）、Kasim Viviさん（インドネシア）、賓
範浩さん（韓国）、Chng Choon Pengさん（シンガポー
ル）、Sharbanee Mitraさん（バングラディシュ）から
各国のお国柄を表したスピーチがあり、立派な日本語を
披露してくれた。予定の２時間はあっという間に過ぎて
しまった。
分子細胞生物学研究所は本館、総合研究棟、生命科学

総合研究棟に分散しているため、日頃あまり顔を合わせ
る機会のない留学生も多いが、懇談会では留学生との親
睦を深め、楽しいひとときを過ごすことができた。

参加者による集合写真

陳竺先生（中国科学院副院長）を囲んで

古田理事（副学長）と馬副院長とのフラッグ交換

外国人留学生を交えての記念写真

外国人留学生との懇談会を開催

分子細胞生物学研究所
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本所では、本年度から前近代日本史情報国際センター
が設置されました。これに伴い、７月７日（金）に総長
をお招きし、本センター長の保立所長、石川特任教授を
はじめ関係者が参加して、上掲式を行いました。当日は、
梅雨の時期にもかかわらず好天に恵まれました。
本センターは、歴史史料の知識（ナレッジ）ベース構

造化、歴史学の基礎研究＝「編纂」の在り方を高度化す
るために設けられました。ホームページへのアクセスが
毎月190万件という実績に立って、個人と社会の「知の
共有」を目指して邁進しています。

７月８日（土）午前10時から三鷹国際学生宿舎におい
て、三鷹消防署の指導・協力により自衛消防訓練が行わ
れた。
三鷹国際学生宿舎は、鉄筋コンクリート３階建て６棟

から成り、教養学部に在籍する学生及び留学生等約580

名が現在入居している。建物は耐火建築であるが、宿舎
の性格上火災等の防災には十分注意を払っており、その
一環として万一の場合を想定し、年に１回自衛消防訓練
を実施している。
当日は今にも雨が降りだしそうな天候であったが何と

か持ちこたえ、留学生を含む宿舎生及び宿舎職員、警備
員の総勢約50名が参加して訓練が実施された。
訓練は、宿舎生の居室から火災が発生したことを想定

して、火災報知器の発報により、宿舎生、警備員、職員
それぞれがどのように対応し安全に避難するかを確認す

る避難訓練から開始した。

避難訓練の後、２班に分かれて屋内消火栓による放水
訓練及び水入り消火器を使用しての消火器使用訓練を交
代で行い、引き続き宿舎内共用棟において２班合同で、
人形モデルを使用しての人工呼吸・心臓マッサージに加
え、近年公共機関へ数多く設置されるようになってきて
いるAED（自動体外式除細動器）を用いての救命救護
訓練を行った。

附属前近代日本史情報国際センター
の看板が上掲される

史料編纂所

三鷹国際学生宿舎で自衛消防訓練行
われる

大学院総合文化研究科・教養学部

救命救護訓練の様子

AED（自動体外式除細動器）の使用方法の
指導を受ける宿舎生

屋内消火栓放水訓練

新センターの看板を掲げる小宮山総長と
保立所長、及び石川教授
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「実録」は、朝鮮王朝（1392～1910）の公式記録で、
歴代国王のあらゆる事跡が編年体で記録されており、朝
鮮時代最高の史料である。「実録」は５セット作られ、
各地の寺にある史庫に保管されていたが、そのうち五台
山月精寺の史庫に保管されていた五台山本「実録」は、
1913年に朝鮮総督府から東京帝国大学に移管された。そ
の後、関東大震災で大部分が焼失したが、焼け残った74

冊のうち27冊が1932年に京城帝国大学に移管され、現在
はソウル大学校の奎章閣韓国学研究院に保管されてい

時間の都合上全員が体験できない訓練もあったが、参
加した宿舎生は消防署員の指導の下、それぞれの訓練に
真剣に取り組んでいた。
最後に指導にあたった三鷹消防署員から、「今回訓練

したことを日頃イメージしておくだけでも緊急時の対応
が違う」とのアドバイスをいただき訓練を終了した。

総合図書館が所蔵していた五台山本「朝鮮王朝実録」
47冊は、ソウル大学校に引渡され、ソウル大学校所蔵の
27冊と74年ぶりに再会した。
本学附属図書館は、７月14日（金）、総合図書館が所

蔵していた五台山本「朝鮮王朝実録」（以下「実録」と
いう。）47冊をソウル大学校に引渡した。同日、ソウル
大学校において「朝鮮王朝実録引渡引受式」が開催され、
鄭雲燦ソウル大学校総長はじめソウル大学校関係者、兪
弘濬韓国文化財庁長並びに庁関係者、報道関係者等が出
席し、本学からも西郷和彦附属図書館長、吉田光男大学
院人文社会系研究科教授，六反田豊大学院人文社会系研
究科助教授，栃谷泰文附属図書館情報サービス課長が出
席した。式典では、李泰秀ソウル大学校大学院長の経緯
説明の後、西郷館長から金永植ソウル大学校奎章閣韓国
学研究院長に「実録」が手渡され、この後、鄭ソウル大
学校総長の式辞、西郷館長による小宮山総長挨拶の代読、
兪韓国文化財庁長の祝辞が述べられた。

総合図書館所蔵「朝鮮王朝実録」74
年ぶりの再会

附属図書館

小宮山総長挨拶を代読する西郷附属図書館長

引渡された五台山本「朝鮮王朝実録」（一部）

「朝鮮王朝実録」校正本

金院長（左）に西郷館長から「実録」が手渡された
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る。この27冊の五台山本「実録」は、韓国内に完全な形
で残る２セット（ソウル大学校及び国家記録院が所蔵）
とともに、国宝およびユネスコ世界記録遺産の指定を受
けている。東京帝国大学に残された47冊は、今まで本学
総合図書館において貴重書として所蔵されてきた。本学
が所蔵してきた「実録」の大部分は、刊行過程における
「校正本」であり、校正の朱書きが含まれる点で独自の
価値を有するものである。
五台山本「実録」が本学に所蔵されていることは、も

とより韓国においても知られていたことであったが、こ
の３月15日（水）、朝鮮王朝時代に保管の担当であった
五台山月精寺の僧侶等からなる民間団体「朝鮮王朝実録
還収委員会」が、本学附属図書館に来訪し所蔵する「実
録」の返還を求めた。附属図書館は、同団体の返還要求
に正当性を認めるものではなかったが、これを機として、
改めて「実録」を所蔵するに至った経緯等について調査
すると共に、本学執行部及び韓国学研究者と史料として
のあり方について学術的な観点から検討を加えた。
その結果、①ソウル大学校に五台山本「実録」27冊が

ある、②ソウル大学校が完全な「実録」１セットを所蔵
している、③本学所蔵「実録」は校正本であり清刷本で
ある完全本と対照することにより学術研究上の価値が増
す、④ソウル大学校奎章閣韓国学研究院は、「実録」研
究・保存の中心機関である等の理由により、本学所蔵の
五台山本「実録」はソウル大学校において「五台山本」
として一体となることが学術研究上最も適当であるとの
結論に至った。この結論に対する総長の最終判断を仰ぎ、
本学所蔵の五台山本「実録」をソウル大学校に寄贈する
ことが決定された。
５月16日（火）、佐藤慎一副学長らが、寄贈を提案す

る小宮山総長の書簡を鄭ソウル大学校総長に届け、ソウ
ル大学校総長からは、５月29日（月）、正式に受諾する
旨の書簡が本学総長宛に届いた。５月31日（水）には、
ソウル大学校総長がソウル大学校創立60周年式典におい
てこれを公表し、同日、本学とソウル大学校で同時に記
者会見を開き明らかにした。
こうして，総合図書館が所蔵していた五台山本「実録」

47冊はソウル大学校に引渡され、ソウル大学校所蔵の27

冊と74年ぶりの再会を果たした。今回の件は、ソウル大
学校はもちろんのこと、韓国において「国家的慶事」と
して新聞１面に掲載される等大きく報道され、喜びをも
って受け入れられている。「実録」74冊がソウル大学校
において学術研究に大いに活用されることを願ってやま
ない。また、これを機会に、本学とソウル大学校との学
術交流が一層進展することを、更には日韓両国民の友好
が益々深まることを期待したい。

最後に、このたびの「実録」引渡しは、佐藤副学長を
はじめ役員の方々、大学院人文社会系研究科、法学政治
学研究科の諸先生方、広報委員会、広報課等多数の方の

ソウル大学校に寄贈を提案した小宮山総長書簡

提案受諾の鄭ソウル大学校総長の書簡
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お力、また、関係省庁のご協力がなければ実現できなか
った。ここに深く感謝する。

奎章閣「国宝書庫」に納められた
五台山本「実録」

平成18年度の学内広報発行スケジュール

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1342 ９月６日（水）９月13日（水）９月20日（水）
1343 ９月20日（水）９月27日（水） 10月３日（火）
1344 10月４日（水） 10月11日（水） 10月18日（水）
1345 10月18日（水） 10月25日（水） 10月31日（火）
1346 10月31日（火） 11月８日（水） 11月14日（火）
1347 11月15日（水） 11月22日（水） 11月29日（水）
1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）
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写真左より：細谷職員、上杉理事、
坂口総務部長、関谷広報課長

広報センターの看板がリニューアル
されました！

6月23日、本郷キャンパス龍岡門脇にある東京大学
広報センターの看板が見やすく明るい色にリニューア
ルされました。センター前の歩道を通りかかる付近住
民の方々も、しばしば、新しい看板に注目されている
ようです。
学内外を問わず、幅広い方々に親しまれている広報

センターは、1995年9月に龍岡門横の旧急患受付所を
改修して開設されました。開設時からリニューアル前
までずっと掲げられていた門標は、吉川弘之総長（当
時）の揮毫によるもの。今回のリニューアルに当たっ
ては、吉川総長の筆跡をそのまま生かす形で、色のみ
を変え、とても見やすいデザインを実現しました。皆
さんも、機会があれば、広報センターを訪れてみては
いかがでしょうか？



19No.1341   2006. 7. 26

東京大学ロースクール大村ゼミ生による『外国人留学
生のための法律ハンドブック（2006年度版）』が７月10

日（月）に完成しました。このハンドブックは、留学生
の皆さんが日常出会う問題について法的観点からアドバ
イスをすることを目的としたものです。

本ゼミは昨年度に引き続き行われたもので、今年度は
昨年のホームページを基礎に、やさしい言葉で、見やす
く、留学生本人に利用してもらえることを目標に本ハン
ドブックの作成に取り組みました。

2006年度版では、留学生の年齢層を考慮して、家族に
関するトピックを多く盛り込んでいます。また、トラブ
ルの発生しやすい自転車についても取り上げました。

みなさんは防犯登録をした自転車を誰かからもらった
り、あげたりするとき、譲渡証明書を書いたり、防犯登
録の名義を書き換えたりしていますか？
法律上は、自転車に乗る人は防犯登録をしなければな

らないとされていますから、もらった人は名義書換をし
なければいけません。これを知らずに名義書換などをせ
ず、自転車泥棒扱いをされてしまうこともあるようです。
あなたの周りの留学生はどうですか？これをお読みのあ
なたはどうでしょうか？
トラブルが起こったとき解決方法を調べるのに、又は

読み物として、このハンドブックを活用していただけた
らと思います。

外国人留学生のための法律ハンドブック（2006年度版）
http://www17.ocn.ne.jp/̃lgis/web2006omura/

外国人留学生のための法律ハンドブック（2005年度版）
http://www17.ocn.ne.jp/̃lgis/

あなたは白色光を虹色に分けたことはありますか？
実際に見ると美しさに引き込まれます。虹の色はどうし
て現れるのかなど、ちょっと不思議な現象への疑問を調
べていくことで、現代の最先端の科学を理解するための
手がかりを得ることができます。
今回の展示は、小学校・中学校・高等学校の理科で学

ぶ光に関連した内容を、楽しい実験をベースに、技術の
先端で使われている装置の実物も見ながら理解できるよ
うに準備しています。ノーベル賞を受賞された小柴昌俊
先生の研究に使われた光電子増倍管の実物もあります
よ。
光の不思議は、昔から多くの科学者を魅了してきまし

完成披露の様子

外国人留学生のための法律ハンドブック

大学院法学政治学研究科・法学部

外国人留学生のための法律ハンドブックが
完成

大学院総合文化研究科・教養学部

駒場博物館・夏休み特別展示「小学生からわかる
光の世界―ニュートン・アインシュタイン・現代―」
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協賛：オリンパスメディカルシステムズ株式会社
中村理科工業株式会社
ケニス株式会社
有限会社浜野顕微鏡
東京大学工学部電気系３学科

山上会館・山上会館龍岡門別館では、下記のとおり休
館とさせていただきます。

記
休館日：８月13日（日）～８月20日（日）

工学系研究科では９月26日（火）に技術発表会を開催
いたします。今年４月に工学系研究科技術部が正式発足
いたしましたので、特別企画「未来を目指して・技術部
と技術職員」と題してパネルディスカッションを企画い
たしました。パネラーには学内外からのゲストをお呼び
して、技術職員の未来について討論をしていただく予定
です。会場の参加者からも多くのご意見を期待いたしま
す。発表会のメインメニューである口頭発表とポスター
セッション、恒例となっております懇親会もございます
ので、多くの皆様のご来場をお願いいたします。

日時　：　９月26日（火）
場所　：　工学部２号館
参加　：　無料（懇親会のみ1,000円）

第21回技術発表会事務局
http://www.ttc.t.u-tokyo.ac.jp/

た。ニュートンは、光は「粒子」だと考えていましたが、
同時代の科学者には「波」だと考える人もいました。で
は現代では、光は何だと考えられているでしょうか。※
アインシュタインも、16歳のころ、光と同じ速さで光

を追いかけると、いったいどのような現象を見ることが
できるのか疑問に思ったようです。この疑問がさらに発
展して、10年後、彼を特殊相対性理論の発見へと導くこ
とになります。また、駒場で行われている、光に関連し
た最先端の研究も紹介します。この企画と関連した講演
会、特別実験なども予定しています。詳しくは博物館の
WEBでご覧ください。
（※の答え　粒子でもなく、波でもないが、粒子のよ

うな振る舞いを示すこともあるし、波のような振る舞い
を見せることもある。）

会　期：８月２日（水）～９月10日（日）
休館日：火曜日開館時間：10:00～18:00

（入館は17:30まで）
入館料：無料
会　場：東京大学駒場博物館

〒153-8902 東京都目黒区駒場3-8-1

TEL:03-5454-6139 FAX:03-5454-4929

http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/

主催：東京大学　大学院総合文化研究科・教養学部
自然科学博物館

共催：東京大学　教養学部　物理部会
東京大学　大学院総合文化研究科・教養学部
共通技術室
東京大学　教養学部　教養教育開発機構

協力：NPO法人ガリレオ工房
駒場友の会
株式会社ベネッセコーポレーション

総務部

山上会館・山上会館龍岡門別館の夏季期間の
休館について

大学院工学系研究科・工学部

第21回工学系研究科技術発表会のご案内
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本誌コラム欄「淡青評論」の第48期（平成17年度）も、
学内広報1339号をもちまして、好評のうちに終了いたし
ました。ここにご執筆いただきました方々のお名前を再
掲し、紙上をもって厚くお礼申し上げます。

第49期「淡青評論」執筆担当部局について

第49期の「淡青評論」は、下記部局から計26名の教職員
に各１編の執筆をお願いし、今号の学内広報1341号から、
順次、掲載します。

広報委員会

第48期「淡青評論」が終了

担当部局 執筆者

大学院総合文化研究科 助教授　酒井邦嘉

大学院工学系研究科 教授　水野哲孝

公共政策学連携研究部・教育部 教授　井堀利宏

大学院新領域創成科学研究科 教授　馳澤盛一郎

大学院医学系研究科 教授　加我君孝

東洋文化研究所 教授　池本幸生

大学院農学生命科学研究科 教授　阿部宏喜　

先端科学技術研究センター 教授　御厨　貴

大学院経済学研究科 教授　植田和男

分子細胞生物学研究所 教授　渡邊嘉典

海洋研究所 教授　太田　秀

大学院人文社会系研究科 教授　深澤克己

物性研究所 教授　勝本信吾

地震研究所 助教授　武井康子

大学院法学政治学研究科 教授　北村一郎

宇宙線研究所 助教授　瀧田正人

大学院数理科学研究科 助教授　松本久義

大学院教育学研究科 教授　金森　修

大学院薬学系研究科 教授　一條秀憲

大学院情報学環・学際情報学府 助教授　山内祐平

大学院理学系研究科 教授　酒井英行

生産技術研究所 教授　藤田隆史

史料編纂所 教授　田島　公

大学院情報理工学系研究科 教授　辻井潤一

社会科学研究所 助教授　丸川智雄

医科学研究所 教授　岩本愛吉

担当部局 執筆者

大学院経済学研究科 教授　新井富雄

社会科学研究所 助教授　宇野重規

大学院人文社会系研究科 助教授　佐藤健二

生産技術研究所 教授　須田義大

大学院理学系研究科 教授　梅澤喜夫　

大学院情報理工学系研究科 教授　青山友紀

史料編纂所 助教授　田中博美

大学院農学生命科学研究科 教授　山口五十麿

大学院情報学環・学際情報学府 教授　永ノ尾信吾

分子細胞生物学研究所 教授　加藤茂明

大学院工学系研究科 助教授　岸田省吾

大学院新領域創成科学研究科 教授　相田　仁

公共政策学連携研究部・教育部 教授　田辺國昭

助教授
大学院総合文化研究科 Gottschewski Hermann

ゴチェフスキ　ヘルマン

物性研究所 教授　柴山充弘

大学院教育学研究科 教授　川本隆史

医科学研究所 教授　澁谷正史

海洋研究所 教授　蒲生俊敬

大学院薬学系研究科 教授　関水和久

先端科学技術研究センター 教授　南谷　崇

大学院法学政治学研究科 教授　塩川伸明

大学院数理科学研究科 助教授　坂井秀隆

地震研究所 助教授　土井恵治

東洋文化研究所 教授　鎌田　繁

大学院医学系研究科 教授　栗原裕基

宇宙線研究所 教授　中畑雅行
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

大学院医学系研究科
生命・医療倫理人材養成ユニット

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

http://www.ttc.t.u-tokyo.ac.jp/

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/sympo2006/
空間情報科学研究センター
第9回年次シンポジウム受付係
E-mail: csisdays06-office@csis.u-tokyo.ac.jp

医学部教育研究棟14F
鉄門記念講堂

赤門総合研究棟
地下1階　第2演習室

工学部2号館

柏キャンパス
総合研究棟（6階）

8月5日（土）
16:00～

9月14日（木）
14時～

9月26日（火）

10月4日（水）、
5日（木）

国際シンポジウム
「倫理コンサルテーションの現状と展望」

東洋文化研究所　平成18年度第3回定例研究会
報告・韓国人と旅した中国
－グローバリズムとナショナリズムのはざまで－

第21回工学系研究科技術発表会
※20ページ参照

空間情報科学研究センター
2006年度第9回年次シンポジウム
－CSIS DAYS 2006－
※1339号参照

ビジネスロー・比較法政研究センター
03-5841-3198

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/annex/
〒153-8505 東京都目黒区駒場4-6-1 東京大学生産技術研究所内
財団法人生産技術研究奨励会発明コンテスト係
Tel. 03-5452-6097 Fax. 03-5452-6096
E-mail. fpistlo1@iis.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
テレホンサービス
ハローダイヤル 03-5777-8600
Fax. 03-5841-8451
総合研究博物館
テレホンサービス
ハローダイヤル 03-5777-8600
Fax. 03-5841-8451

駒場博物館
tel：03-5454-6139 fax：03-5454-4929
e-mail：tuboi＠adm.c.u-tokyo.ac.jp

http://apru2006.dir.u-tokyo.ac.jp/

附属図書館3階会議室

総合研究博物館小石川分館

東京大学生産技術研究所

総合研究博物館

駒場博物館（入館無料）

農学部弥生講堂　一条ホール

10月6日（金）
15:00～

3月9日（木）～

応募期間：
7月3日（月）～
9月29日（金）（必着）
7月22日（土）
～10月9日（月・祝）
月曜休館（祝日の場
合開館、翌日休館）

7月22日（土）～10
月9日（月・祝日） 総合研究博物館

8月2日（水）
～9月10日（日）
休館日：火曜日

11月8日（水）
～10日（金）

外国法の調べ方セミナー　－アメリカ法－

Linguapax Asia
info@linguapax-asia.org
http://www.linguapax-asia.org/

駒場キャンパス10月7日（土）第3回国際シンポジウム
Linguapax Asia Symposium 2006

総合研究博物館小石川分館
常設展示「驚異の部屋―The Chambers of Curiosities」

東京大学学生発明コンテスト

特別展示『時空のデザイン』展
※1340号参照

新規収蔵展示
サンゴ礁の貝類―川口四郎博士コレクション

駒場博物館　夏休み特別展示
「小学生からわかる光の世界
―ニュートン・アインシュタイン・現代」
※19ページ参照
APRU Distance Learning and the Internet 2006
Conference
テーマ： Technology Enabled Global Knowledge
Structuring

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！
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22 EVENT LIST

今回から、学内広報の巻頭特集のレイアウトのデザインを大幅に変えてみました。学内広報ス
タッフには残念ながらデザインの専門家はおりません。今回の「淡青評論」で述べられている
ような「独創性」をデザインにおいて発揮することは難しいですが、参考書で勉強しつつ、い
ろいろな雑誌のレイアウトを参考に、手弁当で作っています。「模倣は独創の母である」とい
うことで（？）、いいデザインを目指して奮闘中です。（と）

◆ 表紙写真 ◆

02 東京大学目安箱スタート！

04 サステイナビリティ学連携研究機構～本格
スタートから４ヶ月～

06 「安全シンポジウム」開催される

06 「総長による安全衛生パトロール」
実施される

07 日経BPムック「東京大学理学部」版
発行される

07 山内昌之教授「紫綬褒章受章」記念講演会

08 International Student Forum GUCAS 2006
に参加

09 外国人留学生との懇談会を開催

10 附属前近代日本史情報国際センターの看板
が上掲される

10 三鷹国際学生宿舎で自衛消防訓練行われる

11 総合図書館所蔵「朝鮮王朝実録」74年ぶりの
再会

13 調達本部です　第13回

14 Crossroad産学連携プラザより　第１回

15 Flags運動部紹介　No.19

16 龍岡門横丁噺　第２回

16 コミュニケーションセンターだより　No.20

17 東大TVで公開講座をオンエア！

18 噴水　広報センターの看板をリニューアル！

19 外国人留学生のための法律ハンドブックが
完成

19 駒場博物館・夏休み特別展示「小学生から
わかる　光の世界―ニュートン・アインシ
ュタイン・現代―」

20 山上会館・山上会館龍岡門別館の夏季期間
の休館について

20 第21回工学系研究科技術発表会のご案内

21 第48期「淡青評論」が終了

淡青評論
24 科学者という仕事

本郷・駒場・柏キャンパスに置かれる予定の
目安箱（２ページに関連記事）



時代はほぼ10年で確実に変わっていく。世代間のギャップが徐々に開い

ていくのは世の常である。その中で、新しい物事や考え方を生みだす独創

性は、大衆化された時代の流れに流されることなく受け継がれてきた。人

間に独創性という資質がなかったら、科学者という仕事は存在しなかった

だろう。独創性の火を絶やさないことは、大学の使命でもある。

駒場の講義を初めて受ける理系の新入生に対して、将来大学院に進学し

て研究者になりたいかと尋ねると、ほとんどの学生が手を挙げる。ところ

が、この貴重な動機づけを博士課程の後まで10年を越えて持ち続ける学生は少ない。無味乾燥な講義が彼ら

のモチヴェーションを奪ってしまうのか、それとも学問より楽しいこと、楽に稼げることに学生の関心が奪

われてしまうためなのか。安定志向でリスクや困難を回避する昨今の風潮も関係しているだろう。

17世紀はじめの天文学者Ｊ・ケプラーは、惑星の運動を見事に定式化した自らの第１法則と第２法則で満

足せず、その後10年近くかけて、すべての惑星に普遍的に成り立つ第３法則を見出した。それから300年後の

A・アインシュタインは、10年の歳月をかけて自らの特殊相対論を一般相対論に拡張することに成功した。

その100年後に生きているわれわれは、こうした科学者たちの努力をどのように受け止めているだろうか。自

分が考えた難問に対して自力で答を見つけるためには、リスクや困難を恐れずに独創性を磨き続けるしかな

い。

最近、『科学者という仕事』のタイトルで中公新書に本を書いた。科学研究と研究者のフィロソフィーから、

研究や発表のセンス、研究の倫理や教育に関する問題、そして科学者の社会貢献について、これまで考えて

きたことをまとめた。進路に迷う学生は、科学の苦楽や光と陰を分かった上で、科学にどこまで確かな価値

や目標を見出すだろうか。科学者という仕事について深く考え、語り合う場が大学に必要である。

酒井邦嘉（大学院総合文化研究科）

科学者という仕事

No. 1341 2006年7月26日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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